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　12 月 18 日（火）に小湊地区で「ハバノリ」摘みが解禁。漁協組合員の皆さ
んが磯で摘んだハバノリは、その日のうちに細かく刻まれ、簾の上に均等に
広げられます。よく晴れた次の日の早朝、ハバノリを敷き詰めた簾を干し場
まで運び、一枚一枚丁寧にスノコの上に並べて、半日ほど天日で乾燥させま
す。風が強い日などは、飛んでしまわないよう、ひもでくくりつけるなどの
作業に追われます。こうして手間暇と愛情かけて作られた風味豊かなハバノ
リは、贈答用として師走や正月の店頭に並び、「食べるとハバが利く」と言
われ、縁起物として好評です。

市キャラクター  
ななちゃん、たいようくん、まっつー
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■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
２
０
６
６
万
３
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
１

５
５
億
49
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
補
正
内
容
は
、
11
月
16

日
の
衆
議
院
解
散
に
伴
う
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
を
実
施

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
行
政
組
織
条
例

　

産
業
振
興
課
の
名
称
を
農
水

商
工
課
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

■
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　
現
在
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
大
山
公
民
館
を
旧
大
山
小
学

校
校
舎
の
一
部
に
移
設
す
る
も

の
で
す
。
移
設
後
の
住
所
は
、

　
市
町
合
併
後
も
引
き
続
き
過

疎
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
る

天
津
小
湊
地
域
に
お
け
る
事
業

計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
変
更
内
容
は
、
市
道
海

　11月30日（金）に開会し、22日間の会期で審議が行われてい
た平成24年第４回鴨川市議会定例会（12月議会）は、全議案を
原案どおり可決して12月21日（金）に閉会しました。議案は、
条例の制定や平成24年度補正予算など17件と報告１件です。な
お、可決された議案の主な内容は次のとおりです。

補
正
予
算
な
ど
17
議
案
を
可
決

12
月
市
議
会
定
例
会
が
閉
会

専
決
処
分
の
承
認

条
例
の
一
部
改
正

過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更

金
束
５
番
地
に
変
更
し
ま
す
。

■
天
津
小
湊
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
天
津
小
湊
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
施
設
の
一
部
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
の
相
談
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
児
童
・
障
害

者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
の
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
内
容
を
つ

な
ぐ
役
割
な
ど
を
担
い
ま
す
。

ヶ
谷
線
排
水
整
備
工
事
の
ほ

か
、
天
津
保
育
園
園
舎
の
移

転
計
画
に
伴
う
天
津
幼
稚
園
園

舎
や
天
津
小
学
校
校
舎
の
一
連

の
改
修
工
事
や
駐
車
場
整
備
工

事
。
さ
ら
に
は
小
湊
小
学
校
校

舎
と
屋
内
運
動
場
の
耐
震
改
修

の
ほ
か
、
清
澄
・
四
方
木
地
区

の
活
性
化
に
向
け
た
基
礎
調
査

な
ど
の
実
施
を
新
た
に
追
加
し

ま
す
。
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  ■
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　
１
億
４
２
４
８
万
５
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
１
５
６
億
４
２
９
８
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、
地
方
交
付

平
成
24
年
度

補
正
予
算

税
や
繰
入
金
な
ど
で
す
。
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
。

▽
予
防
接
種
事
業
（
３
５
９
万

円
）
＝
新
た
に
導
入
さ
れ
た
４

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接
種

業
務
な
ど
に
要
す
る
委
託
料
を

追
加
し
ま
す
。

▽
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
（
１
１

０
０
万
円
）
＝
増
加
す
る
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

に
よ
り
、
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
捕
獲
に
要
す
る
委
託
料

を
増
額
し
ま
す
。

▽
農
業
振
興
事
業
（
４
５
９
万

５
千
円
）
＝
園
芸
農
業
の
生
産

力
を
強
化
拡
大
し
、
全
国
に
誇

れ
る
魅
力
あ
る「
ち
ば
の
園
芸
」

農
産
物
を
消
費
者
に
届
け
る
た

め
、
千
葉
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
確

立
に
資
す
る
生
産
用
施
設
・
省

力
機
械
な
ど
の
整
備
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。

▽
小
学
校
施
設
維
持
管
理
事
業

（
８
１
２
９
万
９
千
円
）
＝
東

条
小
学
校
用
地
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
同
校
西
側
に
位
置
す

る
南
房
総
み
る
く
農
業
協
同
組

合
の
工
場
跡
地（
４
１
２
１
平　

　
方

㍍
）を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
国
庫
支
出
金
な
ど
６
１
５
９

万
１
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
37
億
９
１
３
万

４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
繰
入
金
６
７
１
万
２
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
４
億
１
４
７
２
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

防
災
備
蓄
倉
庫
に
は
、
発
電
機
や

投
光
機
、
リ
ア
カ
ー
、
簡
易
ト
イ
レ
、

救
急
箱
な
ど
の
備
品
や
備
蓄
食
料
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 「自主防災組織」を支援します
 防災備品などの購入に補助金

ご利用ください

　「地域ぐるみで防災対策に取り組もう－」。市では、地域の防災活
動の推進を図るため、自主防災組織が実施する防災備品の購入や避
難場所の整備などに要する経費を対象に、補助金を交付します。
　被害を最小限に抑えるのは、市民一人ひとりの防災意識と、地域
住民による協力と連携が何よりも大切です。「地域のことは地域で
守る」という意識のもと、皆さんが暮らす地域で災害時に必要な防
災備品・備蓄品などを購入する際や新しく避難場所を整備するとき
には、この補助金を活用してみてはいかがですか。補助金の対象や
申請方法などは次のとおりです。

■対象組織   おおむね 10 世帯以上で構成されている自主防災組織
（住民による自発的な防災組織のうち、平常・災害時における活動
を明確にしている団体）
■対象経費　
　▽防災備品や備蓄品の購入に要する経費（別表のとおり）
　▽地域の避難場所などの整備に要する経費
■補助限度額   補助金の額は、対象経費の２分の１に相当する額で、
上限額は 20 万円まで
■申請方法　 補助金を希望する組織は、簡単な事前審査を行うた
め、消防防災課まで連絡をお願いします。申請の際には、実施計画
や収支予算書、見積書、活動報告書などの提出が必要となります。
※問い合わせは、消防防災課〔☎（７０９３）７８３３〕へ

【別表】
主　な　対　象　品

防災備品
発電機、投光機、懐中電灯、コードリール、バール、
ジャッキ、ノコギリ、スコップ、ハンマー、チェーン
ソー、簡易トイレ、担架、リアカー、テント、ヘルメッ
ト、ラジオ、携帯コンロ、携帯燃料など

防災備蓄品 災害時備蓄食料、災害時備蓄飲料、備蓄医薬品、
救急セットなど
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第
２
次
鴨
川
市
学
校
適
正
規
模

検
討
委
員
会
が
答
申

 安心・安全な屋内運動場に
 「耐震補強・大規模改修工事」が完了

　
江
見
地
区
・
天
津
小
湊
地
区

の
学
校
適
正
配
置
や
幼
保
一
元

化
の
推
進
を
目
指
す
提
案
（
答

申
）
が
、
こ
の
ほ
ど
「
第
２
次

鴨
川
市
学
校
適
正
規
模
検
討

委
員
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
答
申
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
江
見
地
区

▽
３
小
学
校
は
、
旧
江
見
中
学

校
施
設
を
改
修
し
て
統
合
す
る

▽
地
区
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園

に
つ
い
て
は
、
旧
江
見
中
学
校

敷
地
内
に
幼
保
一
体
型
施
設
と

し
て
新
設
・
統
合
す
る

■
天
津
小
湊
地
区

▽
現
在
の
児
童
数
を
勘
案
し
、

当
分
の
間
、
２
小
学
校
を
存
続

す
る

▽
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

天
津
幼
稚
園
を
天
津
小
学
校
の

校
舎
内
に
移
転
。
現
在
の
天
津

幼
稚
園
舎
を
増
築
、
改
修
し
、

保
育
園
を
移
転
し
た
上
で
、
施

設
分
離
型
の
幼
保
一
元
化
を

行
う

　
市
で
は
、
今
後
、
答
申
の
内

容
を
参
考
に
、
子
ど
も
た
ち
が

学
習
し
や
す
い
教
育
環
境
づ
く

り
や
保
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
統
合
の
対
象
と
な
る

江
見
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区

別
説
明
会
を
別
表
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
答
申
内
容
は

市
役
所
１
階
の
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育

課
☎（
７
０
９
４
）０
５
１
２
へ

　安房東中学校の屋内運動場が「耐震補強・大規模改修工事」により、安心・安全な学校施設に生
まれ変わりました。これは、大地震に備えるため屋内運動場の耐震補強と合わせて、老朽化が進む
屋根、内・外装、設備などを改修したものです。全体の事業費は１億２９９万円です。
　耐震補強工事は、屋根面に16か所・壁面に26か所のブレース（耐震補強材）を設置することで、
建物の強度を高めました。また、大規模改修では、屋根
・外壁・内装の塗装をはじめ、部室の改修、トイレの洋
式化、柔剣道場からの利用も可能な多目的トイレの新
設、瞬時に点灯し長寿命・省電力な照明設備への改修工
事を実施しました。
　市ではこれからも、児童や生徒が学びやすい教育環境
づくりをめざし、安心・安全な学校施設への改修を第２
次５か年計画に沿って積極的に取り組んでいきます。
※問い合わせは、学校教育課〔☎（７０９４）０５１２〕へ

佐々木教育委員長（左）へ答申書を手渡す
鈴木検討委員会委員長（右）

■地区別説明会の日程表［別表］
地区名 日　時 会　場

江見地区 １月 21 日㈪
午後 7時～

江見小学校
体育館

太海地区 １月 22 日㈫
午後 7時～

太海小学校
体育館

曽呂地区 １月 24 日㈭
午後 7時～

曽呂小学校
体育館

安房東
中学校



早
期
就
職
を
目
指
す
た
め

　

求
職
者
支
援
制
度
の

ご
利
用
を

52013 年 1月 15日号

非
常
勤
保
育
職
員
な
ど
の

登
録
者
を
募
集

資
格
や
経
験
を
生
か
し
て

　
市
で
は
、
保
育
士
職
・
看
護

師
職（
保
育
園
勤
務
）・
幼
稚
園

教
諭
職
・
一
般
事
務（
補
助
）

職
の
非
常
勤
職
員
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
員
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
や
、
一
時
的
に
業
務

が
増
え
た
場
合
な
ど
急
を
要
す

る
際
、
公
募
に
苦
慮
す
る
こ
と

か
ら
、
事
前
に
登
録
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
登
録
後
、
雇
用
の
必
要
が
生

じ
た
と
き
に
、
登
録
さ
れ
た
方

の
中
か
ら
選
考
し
、
採
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
登
録
は
採
用
を
約
束
し
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
待

機
中
の
求
職
活
動
な
ど
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
録

さ
れ
た
方
全
員
が
採
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
対
象　

65
歳
未
満
の
方
で
、

１
日
７
時
間
程
度
の
勤
務
が

可
能
な
方
（
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
）

■
資
格　
保
育
士
職
・
看
護
師

職
・
幼
稚
園
教
諭
職
は
資
格
を

お
持
ち
の
方
。
一
般
事
務
（
補

助
）
職
は
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が

可
能
な
方

■
登
録
の
有
効
期
間　
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で

■
勤
務
地　
市
役
所
や
、
そ
の

他
市
内
公
共
施
設

■
雇
用
期
間
・
勤
務
時
間　
雇

用
の
必
要
が
生
じ
た
状
況
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
申
し
込
み　
登
録
申
込
書
に

履
歴
書
、
資
格
証
の
写
し
を
添

付
の
う
え
、
市
役
所
３
階
の
総

務
課
へ
。
申
込
書
は
同
課
に
あ

り
ま
す
。
登
録
料
は
無
料

※
登
録
は
年
間
を
通
じ
て
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務

課
〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８
２

９
〕
へ

 

「
求
職
者
支
援
制
度
」
は
、

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求

職
者
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
知

識
・
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
、
早
期
就
職
を
目
指
す

た
め
の
制
度
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山
〔
☎
０

４
７
０
（
22
）
２
２
３
６
〕
で

は
、
訓
練
の
期
間
中
か
ら
修
了

後
も
積
極
的
に
就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「給与支払報告書」「償却資産申告書」
▼提出期限は１月31日（木）です。期日までに税務課へ必ず
提出ください。

　１月の納税　
▼納期限は１月31日（木）です。土・日曜日の納付は、納税通知
書を持参のうえ、市役所１階の総合窓口をご利用ください。
◎いずれも問い合わせは、市役所１階の税務課〔☎（7093）
7832〕へ

市長選挙
立候補者説明会
１月24日（木）に市役所で
　選挙管理委員会では、市長選挙に立
候補を予定している方への説明会を、
１月24日（木）午後２時から市役所４階
会議室で行います。代理人の方でも結
構です。詳しくは、選挙管理委員会〔☎
（7093）7845〕へ問い合わせください。
　なお、市長選挙は、２月24日（日）に
告示、３月３日（日）に投票となります。
詳しくは、追って広報誌でお知らせし
ます。

・市　県　民　税（第４期）
・国民健康保険税（第７期）

　市では、「みんなで育て鯛！まちづくり支
援事業補助金」の交付を受けた団体の活動報
告会を開催します。これは、自主的に地域
ぐるみで活動する市民団体が、１年間の取
り組みを報告するものです。
　市民の皆さん、どなたでも聴講できます
ので、気軽にお越しください。
■日時　１月26日（土）午後１時30分から
■場所　市役所４階大会議室
■発表団体　
▽はじめ鯛！コース（１団体）
▽発展させ鯛！コース（７団体）
■問い合わせ　市民交流課
〔☎（７０９３）７８２２〕へ
※平成 25 年度の補助金の募集については、
2月 1日から募集します。詳しくは、追っ
て広報誌でお知らせします

「まちづくり支援補助金」交付団体
活動成果を報告します
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子
育
て
家
庭
優
待
カ
ー
ド

「
チ
ー
パ
ス
」

 
お
持
ち
で
す
か
？

鴨
川
市
・
早
稲
田
大
学

交
流
事
業 

講
演
会

「
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
の 

魅
力
」

〜
発
掘
現
場
か
ら
の
報
告
〜

　ＮＴＴ東日本では、昨年 11 月 15 日
（一部地域 12 月 14 日）に、光ブロー
ドバンドサービス「フレッツ光」を鴨
川市全域に提供開始しました。そこで、 

同社では、快適な光ブロードバンド生活を送っていただ
くため、フレッツ光をご利用の皆さんへの「フレッツ光サポート相談会」と、これからフレッツ光を利用してみた
い方への「フレッツ光体験・相談会」を開催します。当日は、フレッツ光を体験できる「特設コーナー」も準備す
る予定。興味のある方は、ぜひ、お越しください。詳しくは、NTT東日本〔　  ０１２０（７０８７８５）〕へ。

ＮＴＴ東日本 フレッツ光「サポート相談会」と「体験・相談会」を開催
期　日 時　間 場　所

１月26日㈯ 午前10時から
午後３時30分まで

天津小湊公民館
１月27日㈰ 田原公民館

　
千
葉
県
で
は
、
販
売
店
や
飲

食
店
な
ど
の
民
間
企
業
の
協
賛

を
得
て
、
子
育
て
家
庭
を
対
象

と
し
た
優
待
制
度
「
子
育
て
応

援
！
チ
ー
パ
ス
事
業
」
を
昨
年

７
月
２
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
や
妊

娠
中
の
方
に
、
子
育
て
家
庭
優

待
カ
ー
ド
「
チ
ー
パ
ス
」
を

配
布
し
、
協
賛
店
舗
・
施
設

（
チ
ー
パ
ス
の
店
）
で
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
と
、
お
店
が
独
自

に
設
定
す
る
商
品
代
や
飲
食
代

の
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
制

度
で
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
や
保
育

園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る

児
童
が
い
る
家
庭
へ
は
、
６

月
下
旬
に
各
学
校
な
ど
を
通

じ
て
配
付
し
て

あ
り
ま
す
。
お

持
ち
で
な
い
方

は
、
次
の
施

設
・
窓
口
ま

で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
１
月
19
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
郷
土
資
料
館
と
な
り
）

■
内
容　
「
エ
ジ
プ
ト
考
古
学

の
魅
力
：
発
掘
現
場
か
ら
の
報

告
」
を
テ
ー
マ
に
、
早
稲
田
大

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
の
福
祉

課
、
市
役
所
総
合
窓
口
、
天
津

小
湊
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
江
見
出
張
所
、
吉
尾

主
張
所
、
小
湊
出
張
所
、
子
育

て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
付

し
て
い
ま
す
。
転
入
時
や
母
子

手
帳
交
付
時
な
ど
に
も
配
付
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
１
１
２
〕
へ

　
子
育
て
家
庭
を
応
援
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
協
賛
店
舗
・
施

設
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
文
学
学
術
院
教
授
・
早
稲
田

大
学
エ
ジ
プ
ト
学
研
究
所
所
長

の
近
藤
二
郎
氏
の
講
演
会
。
日

本
の
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
分
野
の

第
一
人
者
で
、
長
年
に
わ
た
り

エ
ジ
プ
ト
各
地
で
発
掘
調
査
を

実
施
し
、
数
多
く
の
学
術
的
な

実
績
を
積
ん
だ
経
験
を
持
つ
近

藤
先
生
な
ら
で
は
の
興
味
深
い

話
題
や
、
本
市
が
所
蔵
す
る
エ

ジ
プ
ト
関
係
資
料
の
解
説
を
交

え
な
が
ら
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
入
場
無
料

■
申
し
込
み　

生
涯
学
習
課

〔
☎
（
７
０
９
４
）
０
５
１

５
〕
へ
。
定
員
80
人
に
な
り
次

第
締
め
切
り

詳
し
く
は
県
の
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
子
育
て
応
援
！
チ
ー

パ
ス
ね
っ
と
」
（http://

w
w
w
.chiba-kosodate.jp/

index.htm
l

）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

地上デジタル放送
「鴨川平塚テレビ中継局」
１月29日から放送開始
　地上デジタル放送「鴨川平塚テレビ中継局」
が、１月 29日（火）から放送を開始します。
これにより、下図の地域でデジタル放送を受信
することができます。視聴するには、地上デジ
タル放送対応のUHFアンテナと受信機（チュー
ナー）が必要です。詳しい受信方法などについ
ては、最寄りの電器店に問い合わせを。また、
受信可能範囲などについては、関東総合通信局
〔☎０３（６２３８）１９４４〕へ問い合わせ
ください。
■鴨川平塚テレビ中継局
　受信可能予想範囲図

※色の付いている範囲内が受信可能範囲です。た
だし、中継局方向が見通せないなどにより、受信
できない場合があります

子
育
て
応
援
！
チ
ー
パ
ス

事
業
の
協
賛
店
舗
を
募
集

鴨川平塚
テレビ中継局
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■
日
時　
２
月
17
日
（
日
）
午

前
８
時
30
分
に
集
合
・
受
付

■
会
場　
陸
上
競
技
場
周
辺

■
コ
ー
ス
・
対
象
な
ど

▽
「
鴨
川
走
ろ
う
大
会
の
部
」

・
５
㎞
コ
ー
ス
＝
中
学
生
以
上

・
10
㎞
コ
ー
ス
＝
高
校
生
以
上

〔
参
加
費
は
い
ず
れ
も
一
人
１

０
０
円
／
中
学
生
以
下
の
市
民

は
無
料
〕

▽
「
小
学
生
駅
伝
大
会
の
部
」

・
１
区
間
約
１
．
４
㎞
×
６
周

＝
小
学
４
〜
６
年
生
（
男
女
別

６
人
編
成
）

〔
参
加
費
は
一
チ
ー
ム
５
０
０

円
／
市
内
チ
ー
ム
は
無
料
〕

■
申
し
込
み　

２
月
７
日

（
木
）
ま
で
に
総
合
運
動
施
設

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
〔
☎
（
７

０
９
３
）
５
１
１
１
〕
へ

※｢

健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室｣

も

開
催

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
、
学
校
を
通
じ
て
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地
震
・

　市では、「市民一人ひとりが輝く生涯学習のまちづくり」
を目指し、「だれでも、いつでも、どこでも」学べるよう、
生涯学習人材バンクを整備。引き続きボランティアとして
登録してくださる方を広く募集します。
　そこで、次のとおりボランティア募集の説明会を開催。
募集の分野は、趣味、レクリエーション、音楽、語学、美術、
工芸などジャンルは問いません。また、教える方法も、講
話や実技・実演、技術支援、補助などスタイルは問いません。
何かひとつでも、ご自分が知っていることや得意なことを、
子どもたちや市民の皆さんに教えてみませんか？ぜひ、あ
なたの知識や経験をまちづくりに生かしてください。
　応募方法など詳しくは、天津小湊支所２階の生涯学習課
へ問い合わせを。なお、現在登録していただいているボラ
ンティアの方は、更新の手続きが必要です。

　　　  ■生涯学習人材バンクボランティア説明会
▶日　　時　２月 14日（木）午後２時～
▶場　　所　天津小湊支所　２階会議室
▶内　　容　生涯学習人材バンク事業の趣旨・概要とボランティア活
　　　　　　動について説明
▶対　　象　20 歳以上の方
▶申し込み　２月 13日（水）までに生涯学習課〔☎（7094）0515〕へ

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
鴨
川
走
ろ
う
大
会
」と

「
小
学
生
駅
伝
大
会
」

子
ど
も
が
創
る
　

防
災
フ
ェ
ス
タ
IN
鴨
小

津
波
に
対
す
る
防
災
を
考
え
て

い
こ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
１
月
25
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　
鴨
川
小
学
校
体
育
館

■
内
容　

▽
第
１
部　
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
パ
ネ
ル
方
式
で
の
発
表

◎
テ
ー
マ

・「
地
震
の
発
生
予
想
」

・「
元
禄
地
震
で
の
津
波
」

・「
市・小
学
校
で
の
防
災
対
策
」

・「
家
庭
で
の
備
え
」

▽
第
２
部 

「
私
た
ち
は
、
津

波
か
ら
命
を
守
れ
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
役
所
の
消
防
防

災
課
長
・
郷
土
資
料
館
学
芸

員
、
館
山
総
合
高
校
教
諭
の
３

人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
鴨
川
小

学
校
〔
☎
（
７
０
９
２
）
０
０

６
４
〕
へ
。
申
し
込
み
不
要

生涯学習人材バンクボランティアを募集
「こんなことだったら教えられそう」

「やってみたい！」と思ったら まずはご連絡を！
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紛
争
を
話
し
合
い
で
解
決

「
調
停
制
度
」の
ご
利
用
を

放射性物質の検査結果〔No.27〕
 農林水産関係　問産業振興課 〔☎（7093）7834〕

測定品目
（採取場所） 採取日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134 セシウム137
シカ肉（市内） 12/ ８ 2.40  4 .24
ナバナ（宮山・露地） 12/17 不検出 不検出
シイタケ（釡沼）〔原木・施設〕 12/25 1.91  5 .41
シイタケ（広場）〔原木・施設〕 12/25 5.38 10.60 
シイタケ（広場）〔菌床・施設〕 12/25 不検出 不検出
※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射性
セシウム 100ベクレル／kg以下（県が測定を実施）

 学校給食関係 問学校給食センター 〔☎（7092）1538〕
測定品目
（生産地） 測定日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134 セシウム137
ゴボウ（茨城県・青森県） 12/18 不検出 不検出
ニンニク（青森県） 12/18 不検出 不検出
タケノコ（鹿児島県） 12/18 不検出 6.42
※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射性
セシウム 100ベクレル／kg以下

　
「
調
停
」
と
は
、
裁
判
所
が

仲
立
ち
し
て
、
紛
争
を
話
し
合

い
で
解
決
す
る
制
度
で
す
。
例

え
ば
、
離
婚
や
慰
謝
料
を
は
じ

め
、
別
居
中
の
生
活
費
、
商
品

や
工
事
代
金
の
支
払
い
、
交
通

事
故
の
賠
償
、
地
代
・
家
賃
の

増
減
額
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
当
事
者
が
直
接
話
し
合
お
う

と
し
て
も
、
感
情
的
に
な
っ
た

り
、
過
去
に
い
き
さ
つ
が
か
ら

ん
で
冷
静
に
な
れ
ず
、
問
題
が

解
決
で
き
な
い
こ
と
は
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
停
で
は
、
当
事
者
双
方
か

ら
別
々
に
話
を
聞
き
、
紛
争
の

実
情
や
ご
自
分
の
思
い
を
話
し

て
も
ら
い
ま
す
。
１
回
で
解
決

し
な
け
れ
ば
、
２
回
、
３
回
と

続
け
る
う
ち
に
、
当
事
者
は
冷

静
さ
を
取
り
戻
し
、
現
実
が
見

え
て
き
て
、
歩
み
寄
り
、
解
決

に
結
び
つ
き
ま
す
。

　
「
訴
訟
」
に
比
べ
、
調
停
の

特
徴
は
、
費
用
が
安
い
、
譲
り

あ
い
で
解
決
す
る
の
で
い
や
な

思
い
が
少
な
い
、
手
続
き
が
簡

単
、
解
決
が
早
い
、
非
公
開
、

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
裁
判
所
が
関
与
す
る

た
め
、
合
意
し
た
結
果
は
確
定

判
決
と
同
じ
効
力
が
あ
り
ま

す
。
金
銭
問
題
で
あ
れ
ば
、
強

制
執
行
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　
も
し
何
か
お
困
り
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
調
停
で
解
決
で
き
な

い
か
、
一
度
裁
判
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
館
山
裁
判

所
〔
☎
０
４
７
０
（
22
）
２
２

７
３
〕
へ

市
販
の
保
温
材
な
ど
で
工
夫
を

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

嶺
岡
牧
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

皆
さ
ん
と
考
え
る

　
冬
場
に
な
る
と
、
日
が
当
た

ら
な
い
場
所
な
ど
の
蛇
口
や
水

道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
水
道
の
凍
結
は
、
水
が
使

え
ず
不
自
由
な
思
い
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
水
道
管
の
破
裂
な

ど
に
よ
り
、
多
く
の
修
理
費
が

か
か
り
ま
す
。
市
販
の
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
製
の
保
温
材
で
保
温

す
る
な
ど
、
外
気
に
直
接
触
れ

　
市
で
は
、
嶺
岡
牧
を
ま
ち
づ

 ２/19から“１１９番”通報は
  〔千葉市〕

 ちば消防共同指令センターで受付

　火災や救急時に緊急連絡する安房地域の「１１９
番」通報は、これまで安房郡市消防本部で受け付け
ていましたが、２月 19日㈫からは、千葉市にある「ち
ば消防共同指令センター」で一括して受け付けます。
　これは、県内 20消防本部の１１９番通報の受信や、
消防・救急車の無線管制などの通信指令業務を、同
センターで共同運用するため受付体制を変更するも
のです。同センターには、鴨川市以外からも多くの
通報が入るため、連絡の際は、必ず「市町村名」を
伝えてから、内容を話すよう、ご協力ください。
※問い合わせは、安房郡市消防本部警防課〔☎
０４７０（２２）２２３３〕へ

通報のときは必ず「市町村名」を伝えて

■
日
時　
２
月
21
日
（
木
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
受
付

■
場
所　
県
射
撃
場（
市
原
市
）

■
申
し
込
み　
１
月
24
日（
木
）

か
ら
31
日
（
木
）
ま
で
に
県

安
房
地
域
振
興
事
務
所
〔
☎

０
４
７
０
（
22
）
７
１
１
１
〕

へ
申
請
書
を
持
参

市
原
市
・
千
葉
県
射
撃
場
で

狩
猟
免
許
試
験

な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
鴨
川
市
水

道
事
業
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
ま
た
は
、
水
道
局
〔
☎

（
７
０
９
３
）
１
０
０
０
〕
へ

く
り
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
、

市
民
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

「
嶺
岡
牧
再
生
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「
嶺
岡
牧
の
活
用
シ
ナ
リ
オ
」

を
検
討
し
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
自
由
に
発
言
し
、
そ
の
意

見
を
集
約
し
て
い
く
も
の
で
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
、
ど
う
ぞ
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
１
月
27
日（
日
）午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

■
場
所　
市
役
所
７
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８
２

８
〕
へ
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■
日
時　
２
月
６
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
10
時
ま
で

■
回
収
場
所　
安
房
農
協
鴨
川

支
店
と
江
見
支
店
の
各
集
荷
場

■
回
収
品
目　

▽
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
（
ハ
ト

目
を
除
き
、
つ
づ
ら
折
り
で
小

さ
く
重
ね
る
）

▽
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
同
じ
材
質

の
ひ
も
で
幅
約
80
㌢
㍍
に
し
ば

り
、
ま
と
め
る
）

▽
肥
料
袋
（
袋
の
上
部
切
れ
端

を
ひ
も
代
わ
り
に
し
て
左
右
２

か
所
を
し
ば
り
、
ま
と
め
る
）

▽
マ
イ
カ
ー
線
（
同
線
で
幅
約

80
㌢
㍍
に
し
ば
る
）

■
費
用　
１
㌔
㌘
あ
た
り
10
円

※
未
登
録
の
方
は
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
事
前
に
産
業
振
興
課

〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８
３
４
〕

で
登
録
く
だ
さ
い
。
登
録
料
は

無
料 農

業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収

安
房
農
協
鴨
川
支
店
・江
見
支
店
で

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月

１
日
に
行
わ
れ
る
「
平
成
25
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
の
標

語
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
を
募

集
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
宅
に
関
す

る
実
態
や
土
地
の
保
有
状
況
、

住
環
境
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
現
状
を
ま
ち
づ
く

り
計
画
な
ど
に
役
立
て
る
重
要

な
も
の
で
す
。
調
査
の
目
的
や

内
容
を
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
標
語

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容　
１
人
１
作
品
。

未
発
表
で
自
作
の
も
の
。
入
選

作
品
の
著
作
権
は
、
総
務
省
統

計
局
に
帰
属
し
ま
す

■
参
考
（
前
回
の
入
選
作
品
）

「
見
え
て
く
る　
日
本
の
暮
ら

し　
住
ま
い
か
ら
」

■
応
募
先　
標
語
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

・
職
業
（
ま
た
は
学
校
名
と
学

年
）
を
明
記
の
上
、
次
の
送
り

先
へ

▽
は
が
き　
〒
１
６
２
‐
８
６

６
８
東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19

‐
１
総
務
省
統
計
局
国
勢
統
計

課
住
宅
・
土
地
調
査
広
報
担
当

　
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
や
防
災

な
ど
の
理
由
か
ら
、
田
畑
な
ど

で
野
焼
き
を
す
る
場
合
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。
野
焼
き
の
日

時
や
場
所
を
産
業
振
興
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
８
３
４
〕
と

鴨
川
消
防
署〔
☎（
７
０
９
３
）

２
１
３
１
〕
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

農
地
の
売
買
や
転
用
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

「
許
可
」が
必
要
で
す

｢

住
宅
・
土
地
統
計
調
査｣

の

標
語
を
募
集
し
ま
す

田
畑
な
ど
の「
野
焼
き
」

　
「
農
地
の
無
断
転
用
は
で
き
ま

せ
ん
」―
。
農
地
の
売
買
や
貸

借
、
農
地
以
外
で
の
使
用
な
ど

は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
県
知

事
の
「
許
可
」
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
土
砂
な
ど
を
使
っ
て

農
地
を
埋
め
立
て
る
場
合
に
も

「
一
時
転
用
許
可
」
を
得
て
い

な
い
と
違
法
行
為
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
の

相
談
や
許
可
申
請
は
農
業
委
員

会
〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８
４

６
〕
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
メ
ー
ル jyutakuhyogo@

soum
u.go.jp

■
締
め
切
り  

２
月
７
日
（
木
）

必
着

■
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
統
計

局
〔
☎
０
３
（
５
２
７
３
）
１

０
０
５
・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
〕
へ

土木学会選奨土木遺産に
   鉄道橋「山

や も め

生橋梁」が認定

チョットひといき 

鴨川フォト 
　　　シリーズ④

　ＪＲ東日本が管理の鉄道橋
「山生橋梁」が、「土木学会選
奨土木遺産」に認定されまし
た。これは、歴史的に貴重な
土木構造物の保存を目的に認
定されたものです。この「山
生橋梁」は、大正１３年に日
本で初めて、鉄筋コンクリー
ト製のＴ型梁形式で建設され
たもので、アーチから桁・梁
構造へと進化した記念碑的
な橋梁（長さ１６４.７８ｍ、
高さ１１.５ｍ）。県内では９
件目の土木遺産。この機会に、
ふるさと鴨川の再発見に訪れ
てみてはいかがですか。

国道１２８号の房州大橋と平行して架かる山生橋梁（太海地区）
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【 家 庭 教 育 相 談 】
◇毎週水・木・金曜日
　午前９時30分～午後３時30分
○家庭教育相談室（天津小湊公民館内）
・いじめや家庭の問題など。問い合わせ
は同相談室〔☎（7094）0910〕また
は、生涯学習課〔☎（7094）0515〕へ
【 結 婚 相 談 】

◇２月５日(火) 川名　和江氏
◇２月12日(火) 高橋　五郎氏
◇２月19日(火) 漢人美紀子氏
◇２月26日(火) 高橋　　功氏
　午後1時～4時
○福祉作業所　応接室　
・相談を希望する方は事前に同作業所
〔☎（7093）0575〕へ
【 ふ れ あ い 法 律 相 談 】

◇２月５日(火)　午後1時～4時
○ふれあいセンター
◇２月19日(火) 午後1時～4時
○天津小湊保健福祉センター
・相談員は弁護士。相談を希望する方は
事前に社会福祉協議会〔☎（7093）
0606〕へ。１月25日（金）午前9時か
ら電話でのみ予約受付。先着順
【 障 害 者 差 別 相 談 】

◇毎週月～金曜日　午前9時～午後5時
○安房健康福祉センター（館山市）
・障害があることで差別や不利益な扱い
を受けた場合などの相談。詳しくは同
センター〔☎0470（23）6900〕また
は、県障害福祉課〔FAX043（222）
4133〕へ
【司法書士による電話相談】

◇毎週月・水曜日　午後２時～５時
（年末年始・祝祭日を除く）
○〔　  ０１２０（９７１）４３８〕
・土地や建物、会社の登記、日常生活の
トラブル、相続、債務、賃貸借トラブ
ル、民事裁判手続きなどについて千葉
司法書士会の司法書士が相談を受付
【高齢者・障がい者のための電話法律相談】
◇毎週月曜日　午前10時～正午
（年末年始・お盆・祝祭日を除く）
○〔☎０４３（２２７）１８００〕
・法律問題にお困りの65歳以上の方や障
害のある方、またその支援者の方を対
象に弁護士が相談を受付。１人20分程
度。同一内容の相談は年1回限り

　寒さの厳しい日々が続いています。風邪をひかずに元気に冬を過ご
すためには、こまめな手洗いやうがいに加え、体の抵抗力・免疫力を
高めることが大切です。
　風邪への抵抗力をつけるために、『ビタミンＡ』や『ビタミン
Ｃ』、『たんぱく質』を十分にとりましょう。冬においしい青菜（小
松菜・春菊・ほうれん草・菜花など）には、ビタミンＡとビタミンＣ
がたっぷり含まれています。
　また、風邪気味のときは鶏肉や白身魚、豆腐、乳製品など消化吸収
の良いたんぱく質をとるようにしましょう。生姜やネギ、唐辛子などの
香辛料もからだを温める働きがあり、免疫力アップに効果があります。
　寒い季節には、肉や魚、豆腐のほか野菜がたっぷり入った鍋料理が
お勧めです。いろいろな食材をバランスよく取り入れる食事を心が
け、元気で冬を乗り切りましょう！

　安房歯科医師会では、安房地域に住む皆さんを対象に「口腔がん検
診」を行っています。これは、東京歯科大学口腔外科や安房地域の市
町との協力のもと、年に１回行う集団検診で、今年度は鴨川市を会場
に行います。検診の結果、口腔がんなどの疑いがある方には、医療機
関への紹介状を交付するほか、会場では、口腔がん検診の認知度向上
のための展示や啓発活動も行います。日ごろ、口腔粘膜に不安を感じ
ている方や、摂食・嚥

え ん げ

下機能がおもわしくない方などは、どうぞ、こ
の機会に受診しましょう。
■日　　時　２月７日（木）午後２時から４時まで
■会　　場　ふれあいセンター２階コミュニティホール
■対　　象　鴨川市に在住の方
■申し込み ２月４日（月）までに健康推進課保健予防係〔☎
（7093）7111〕へ。定員50人になり次第締め切り。費用は無料
※検診医は、東京歯科大学・安房歯科医師会の歯科医師、日本口腔外
科学会専門医。主催は、安房歯科医師会、千葉県歯科医師会

■日　　時　２月23日（土）午後１時30分から３時30分まで
■場　　所　ふれあいセンター２階コミュニティホール
■内　　容　高齢者が安心して生活できることを目的に、弁護士や
医師など専門的な職種による「虐待理解」に関する講演のほか、虐
待に関する相談受付から対応までの具体的な流れを説明。主催は多
職種で構成されている「鴨川市高齢者虐待防止ネットワーク推進会
議」。参加費は無料
■申し込み　２月15日（金）までにふれあいセンターの福祉課
地域ささえあい係〔☎（７０９３）７１１２〕へ

～権利と安全を守ろう～

「高齢者虐待防止」講演会

　 健康推進課
 〔☎（7093）7111〕へ
問

元気で冬を乗り切るために
ビタミンやたんぱく質を十分にとろう！

安房歯科医師会と行政との地域連携による

「口腔がん検診」
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　このコーナーでは、地域の行事や活
動など、皆さんからの情報をお待ちして
います！提供いただける方は、発行日の
1か月前までに総務課秘書広報室広報
広聴係へご連絡を。

日時　１月 22 日（火）午前９時
30分～午後３時 30分
場所　子育て総合支援センター
対象　１歳未満の乳児と保護者
内容　一日中、赤ちゃんがゆった
りと遊べるスペースを用意。午
前 10時 30 分からは「ぴよぴよ
タイム」として絵本の読み聞か
せやふれあい遊び、乳幼児のお
やつについてのお話があります。
身長・体重も測れます。予約不
要。当日は、１歳未満のお子さ
んとその保護者のみのご利用と
なります
問い合わせ　子育て総合支援セン
ター〔☎（7093）5001〕また
は、ふれあいセンターの福祉課
〔☎（7093）7112〕へ

日時　２月２日（土）午後１時～
場所　亀田クリニック５階
内容　脳卒中で一番大切な予防、
治療や回復についての講演。参
加費は無料。先着 50人
問い合わせ　亀田クリニック〔☎
（7099）2211〕へ。当日受付

期間　1月24日（木）～28日（月）
場所　太海フラワーセンター
内容　洋ランの展示・販売。27日
（日）午前 10 時～、午後 1時～
は「大場先生による洋ランの育
て方講習会」を開催。市民は入
園・駐車場が無料。「市民パスポ
ート」をご利用ください
問い合わせ　太海フラワーセンタ
ー〔☎（7092）1311〕へ

日時　１月 15日（火）・29日（火）、
２月 12 日（火）・25 日（月）、
３月５日（火）午前 10 時～ 11
時 30分
場所　久留里カトリック幼稚園（君
津市）
内容　自然に囲まれた園庭で自由
に遊ぶことができます。室内で

子育て総合支援センター
赤ちゃんデー

第34回リハビリ市民講座
　「脳卒中の予防と対処」

南房愛蘭努クラブ
「洋ラン展」

こどもふるさと講座
鴨川の地域めぐりをしよう
～江見・太海編～

久留里カトリック幼稚園の
園庭・園舎開放

　県立安房特別支援学校館山聾（ろ
う）分教室では、幼稚部の入学者を
募集します。
対象　平成 19年４月２日～ 22年
４月１日に生まれた聴覚に障害
のある幼児、言葉・発達などに
遅れのみられる幼児
願書受付　１月 21日（月）～２月
１日（金）〔土・日曜日、祝日を
除く〕
※提出方法など詳しくは県立安房
特別支援学校館山聾分教室〔☎
0470（27）2490〕へ。入学相
談は２月１日まで随時受け付け

県立安房特別支援学校
幼稚部の入学者を募集

日時　２月 16 日（土）午前 9 時
15分～午後 1時 30分
場所　鴨川青年の家
内容　「鴨川の地域めぐりをしよう
～江見・太海編～」をテーマに
、青年の家バスで西徳寺、浪切
不動、枕状溶岩などを巡る。対
象は、市内小学３年生～中学生
（子どものみ、または親子での参
加に限る）。先着 20 人。参加費
は無料。筆記用具やお弁当、飲
み物を持参
申し込み　市立図書館〔☎（7092
）0312〕または、郷土資料館〔
☎（7093）3800〕へ

日時　①１月 26 日（土）②２月
16日（土）
時間　午前９時～午後３時 30分
場所　千葉県酪農のさと（南房総
市）
内容　嶺岡牧のひとつ、柱木牧
　（南房総市経塚山）に残された江
戸時代の牧跡を巡る「柱木牧を
歩く」、「白牛酪づくり体験」の
ほか、①の日程では「嶺岡とこ
ろてんづくり体験」、②では「藍
染体験」を行う。昼食は嶺岡み
るく御膳。参加費は中学生以上
3,000 円（小学生 2,000 円・要
保護者同伴）。
申し込み　千葉県酪農のさと〔☎
0470（46）8181〕へ

柱木牧まるごと体験

イベント・催し

参加者の募集

お知らせ

図書つうしん
がダイスキ！ ◎詳しくは、市立図書館〔☎（7092）0312〕へ

絵本のタイトル
▶もりのかくれんぼう（大型絵本）
▶おいしいおかゆ（語り）　
▶こびととくつや－グリム童話
　（紙芝居）

　　対象は、中学生から一般成人の方。江戸時代の戯作者・曲亭馬琴が
1814 年から 1842 年まで 28 年の歳月を費やして完成させた「南総里
見八犬伝」。房総の地を舞台に繰り広げられる壮大な長編小説の名場面
を、文化施設ボランティアの皆さんが朗読します。館山市立博物館の学
芸員による「八犬伝と馬琴」と題した講話も。

大人向けイベント 

1/26（土）

2/2（土）

午後１時 30分～
市立図書館

午後1時30分～３時20分
市立図書館

　　幼児から小学校低学年までを対象
に、絵本の読み聞かせや手遊びうた
など。参加費は無料。お話の最後に
「お気に入りの絵本」や新しい絵本
を借りることができます

は１～２歳児向けの教具を用い
た活動も用意。参加費は無料
※満３歳児から随時園児を募集中。
鴨川市内から通園バスを運行。
未就園児のための親子クラスも
あります。詳しくは、同幼稚園〔☎
0439（27）2055〕へ
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広報取材中に出会った、
「輝いている皆さん」を
紹介します！

菜な畑ロード
　観光客の皆さんに一足早い春を満喫し
てもらおうと、「菜な畑（ななばたけ）ロー
ド」が見ごろを迎えます。これは、市役
所と鴨川中学校を結ぶ市道小宮線沿いの
畑（２．４ha）に植栽された菜の花畑で
す。２月の毎週日曜日と３月の第１～３
日曜日には、花摘みをした方を対象に空
クジなしのクジ引き大会を予定（先着
200人・雨天中止）。問い合わせは、「な
な畑かもがわ実行委員会事務局の観光協
会〔☎（7092）0086〕へ。

北部道路沿いでは
畑を無料開放
　東条地区環境保全の会では、鴨川の自然に親しんでもらうため、市の花「菜の花」
畑を無料で開放しています。
■期　　間　食用菜花＝１月中旬から３月下旬まで　
　　　　　　切花用菜花＝２月下旬から３月下旬まで
■場　　所　鴨川北部道路沿い（東条地区）
◎無料開放している畑には「ご自由に摘んでお持ちください」と案内看板があり
ますので、ご確認ください。なお、摘み取り禁止区域には、「地元農家の出荷用
の菜花ですので、摘み取りできません」と案内看板がありますので、ご注意くだ
さい。問い合わせは、同会事務局〔☎（7093）7576〕へ。

市シンボル「菜の花」で
花いっぱいのまちづくり


